職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
海上・航空貨物を扱う通関業者で◯年、輸出入通関を担当しています。食品や化学品を含む貨物の申告をNACCSで月約◯件処理し、インボイス内容の確認からHS分類の確認、税関検査の立会いまで一貫して対応してきました。顧客別に過去の申告内容をまとめた確認表を整備し、品目判断のぶれを防いでいます。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：海上・航空貨物の輸出入通関を扱う通関業者。AEO認定を受けた営業所に所属し、食品・化学品の案件も担当
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：通関
【担当業務】
・輸出入申告書類の作成とNACCSによる申告業務（海上・航空、月約◯件）
・インボイスや成分表に基づくHS分類の確認と事前教示申請書類の作成
・税関検査の立会い、検査用書類の準備と指摘事項の社内共有
・荷主への輸入規制・原産地証明に必要な書類の事前確認と案内
【実績】
・品目ごとの分類根拠を一覧化し担当者間の確認手順を統一した結果、修正申告が前年比約◯%減少
・食品輸入案件で必要書類の事前確認表を整備し、書類不備による引取遅延を年間◯件から◯件に削減


■活かせる経験・知識・スキル
・NACCSでの輸出入申告の入力・訂正操作
・HS分類の確認と関税率表・原産地規則の読み取り
・EPA/FTA原産地証明に関する書類の内容確認
・税関検査対応とAEO関連の社内手順の運用
■資格
・通関士（20XX年X月登録）
・貿易実務検定B級（20XX年X月取得）
■自己PR
私の強みは、品目判断の根拠を資料として残しながら申告を進める姿勢です。判断が分かれる貨物は成分表やカタログを取り寄せ、事前教示申請も含めて社内で確認する手順を整え、修正申告の発生を年間約◯件から◯件に減らしました。貴社でも分類や必要書類の判断基準を文書化し、申告品質の安定に貢献します。
以上
